
広報とようら　−令和 5 年 2 月号− 11

中央公民館図書室

　前回の竹島さんからご紹介いただいたのは、豊浦
唯一のしいたけ農家、下向さんです。お話を伺う前
に、しいたけ栽培の様子を見せていただけることに。

　楽しいご夫妻からちょっと前の豊浦の話を沢山聞
けました。下向さんが繋いでくださった次の町人は
……あなたかも？！

協力隊が行く！

木　村： 大きなハウスに入った瞬間、木の香りがふわっ
と。想像以上に沢山の丸太がびっしり！！

下向さん：ホダ木（種菌をつける原木）に機械で穴をあ
けて菌を打ち込んで、温度など管理。半年で
生えてくるよ。

──ご自宅にお邪魔しまして、元気な犬猫さんたちに
囲まれる癒し空間にて、ご夫妻にお話しを伺います。
木　村：本を読まないという下向さんには、ぜひ図

書室にアドバイスをいただきたいのですが
……“本を読まない人”に図書室に来てもら
うには、何をしたら良いと思いますか？！

下向さん：……飲み屋にしたら良いと思う。（笑）
木　村：やっぱりそうなりますよね！（笑）

木　村：ところで、お二人はどちらで出会ったんで
すか？

下向さん：同級生の妹の友達で……。昔はディスコとか
ダンスパーティーみたいなのがあってさ。

木　村：えっ？！？！バブルですかね？札幌ですよね？

下向さん：そうそうバブル。豊浦・洞爺でも、農家の若
い青年部が公民館みたいなところを貸切っ
て、昔はレコードとか好きな人が機材持っ
ててね、音も照明も全部持ってきて。

木　村：え～～～。公民館がディスコに……。衝撃で
す。下向さんは生まれも豊浦ですか？

下向さん：下川の生まれなんだけど、親父が開拓で上泉
に入って。上泉で初めて水田やったのがう
ちだった。人がやらないことをやるのが好
きな親父だったんだよね。減反政策になっ
たとき、キノコをやろうと今のところに。

木　村：そんな豊浦の歴史となるお話を聞くこと
ができる“お話会”を図書室で開きたいなと
思っているんです。（下記参照）ぜひ“語り部”
として来てほしいです。

　豊浦町の図書室にやってきた地域おこし協力隊の木村が、“まちびと”にリレー形式で出会いにゆ
き、本にまつわるアレやコレやをお話する企画。次に伺うのはあなたのお家かも…！！
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開 館 日：火曜～日曜
開館時間：午前 9時～午後5時
隔週水曜：午後8時まで

☎83-2239 社会教育係

公式インスタグラム

前回：第十七町
まちびと

人
　　　竹島  寿一さん からのご紹介

夜間開館
隔週水曜 午後 8 時まで

 2/15（水）　3/1（水）

○昭和の豊浦を語ってく
れる方　

○豊浦の昔の写真をお持
ちの方

　ぜひ図書室や社会教育係
までお声がけください。

～しいたけ農家のオススメの食べ方～

お父さんイチオシ：味噌汁（＋ネギ）
お母さんイチオシ：天ぷら、酢豚

　お土産にいただいた立派な “もぎたて” しいたけ。オススメの
天ぷらにしてみると、絶品！！！お世辞抜きに人生最高のしい
たけでした。キノコも野菜と同じように鮮度が大事だそうです！

2月のおはなし会
えほん・かみしばいの読み聞かせ

新着図書

19（日）
午前10時〜11時

会場：図書室

豊浦の今昔
地域資料を集めています。


